
＜日商簿記 2級工業簿記ミニテスト 5＞製造間接費 

 

＜問題＞ 

当工場の今月の直接工の作業時間報告書によれば直接作業時間は 950時間であった。 

下記の一連の取引について仕訳しなさい。 

ただし勘定科目は次の中から最も適当なものを選ぶこと。 

製造間接費 製造間接費配賦差異 仕掛品 賃金 材料 

 

①直接作業時間を配賦基準として製造間接費を各製造指図書に予定配賦した。 

なお、当工場の年間の製造間接費予算は 36,720,000 円、年間の予定総直接作業時間は

10,800時間である。 

②当月の製造間接費の実際発生額は 3,340,000円であった。 

 予定配賦額との差額を製造間接費配賦差異勘定に振り替える。 

 

 

 科目 金額 科目 金額 

① 仕掛品 3,230,000 製造間接費 3,230,000 

② 製造間接費配賦差異 110,000 製造間接費 110,000 

 

 

 

 

 


